
１. はじめに

マムルーク朝時代を代表するウラマー (知識人) の

ひとりであるバドルッディーン・アイニー (Badr al-

����al-‘�����, 1361�1451) について, 前稿ではその学

問的キャリア, すなわちアイニーがいつ, どこで, 誰

から, 何を学んだかを分析した1)｡ その結果, 彼が地

縁や法学派のネットワークを用いつつ知識人としての

地位を高めていく過程が明らかになったが, その反面,

従来の研究が指摘してきたような, 支配エリートと良

好な関係を取り結ぶことでアイニーが自らの政治的・

社会的な地位を上昇させていた様は, 彼の前半生にお

いては確認することができなかった｡ そこで本稿では,

アイニーのおもに後半生における職業的キャリアを分

析し, そこに支配エリートとの関係がどのように関わっ

ていたかを明らかにする｡

本稿第２章, 第３章ではアイニーの ｢手当付きの職

(mans�ab)｣ の経歴を検討するが, その際にワクフに

おける役職と政府における官職の２つに大別して論じ

る｡ 前者は学問・教育の伝達に関わる職業として, マ

ドラサ (学院)・ハーンカー (道場) などの教育・宗

教施設において任命される役職であり, その賃金は各

施設のワクフ財源から支払われるが, それに対して後

者は政府が任じる官僚職・法務職であり, 政府から賃

金が支払われる｡ アイニーを ｢師 (shaykh-���)｣ と仰

ぐサハーウィーは, アイニーの伝記記事において,

｢彼より前に (大) カーディー職とムフタスィブ職,

アフバース監督職が一時に兼任されたことはない｣

[	
��: 3 / 145 ; ����: 10 / 133] と記し, アイニーのた

ぐいまれな栄達ぶりを讃えているが, これら３職の兼

任が具体的にどのような時期に達成されたものであっ

たのかも検討する｡ そして第４章ではそれらのキャリ

アと, アイニーの保持した支配エリートとの関係がど

のようにかかわっていたのかを具体的に考察する｡

本研究はまた, 筆者が続けているアイニーの年代記

に関する歴史文献学研究に向けて, その基礎となるデー

タを提供するものでもある2)｡ さらに近年, ハディー

ス学におけるアイニーの功績に注目する諸研究が発表

されており, そのような関心からも, アイニーのライ

フコースを整理しておくことには大きな意味があると

考える3)｡

なお, 本稿が依拠する史料については, 前稿を参照

されたい4)｡

２. ワクフにおける役職

ザーヒリーヤ学院のハーディム頭

初めてエジプトの地を踏んだアイニーが, サイラー

ミー長老の庇護のもとでザーヒリーヤ学院におけるスー

フィー (寄宿学生) となったのは, 前稿で述べたとお

りである｡ そしてほどなく ｢ハーディム頭 (�������

��������-him)｣ に任命され, これがアイニーにとっ

ての最初の ｢手当付きの職｣ となった｡ その経緯につ

いてアイニーは, 当時長老から ｢お前は私の代理のよ

うなものであり, ハディースについて私の持っている

ものすべてを持っている｣ [Badr / S : 138a] と言われ

たことを述懐しており, アイニーのハディースに関す

る知識が評価されたことがうかがえる｡

ザーヒリーヤ学院については創設時のワクフ文書が

現存しており, その内容からこの役職に関する詳細が

明らかになる5)｡ 文書に記された同学院の役職を【表

１】にまとめた｡ この学院では計125人の学生が月20

ディルハム, 60人のスーフィー (al-���������) が月10ディ

ルハムの給金を受け取っていたが, ｢そのスーフィー

のうち, 善良で公正なる者１名を, ハナフィー法学派

のシャイフと学生とスーフィーのためのハーディム

(������� li’l-shaykh al-��������al-madhhab wa-li’l-t�araba

wa-li’l-���������)｣ に任命し, その者にはスーフィーの給

金に上乗せして, 月30ディルハムを支払うよう規定さ

れていた｡ 文書中には ｢ハーディム頭｣ なる名称は使

われていないが, アイニーが任命された役職はこれに

該当すると見てよいだろう｡ つまりアイニーはこの時,

他のスーフィーたちの４倍の給金を受け取ることになっ
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た｡ アイニーが師サイラーミーから優遇されていたこ

とを示す事例である｡ この後, 790/1388年にアイン

ターブに一時帰郷するまでこの職に留まっていたのは,

前稿で見たとおりである6)｡

教授職

この後, アイニーが就いた役職としては, ナースィ

ル・ファラジュ期 (al-�������Faraj, 1399�1412) のマフ

ムーディーヤ学院 (al-Madrasa al-��	�
�����) の法

学教授職 (�������al-fiqh) と, ムアイヤド・シャイフ

期 (al-Mu’ayyad Shaykh, 1412�1421) のムアイヤディー

ヤ学院 (al-Madrasa al-Mu’ayyadiyya) のハディース学

教授職が, サハーウィーによって記録されている

[Tibr : 3 / 144 ; D�aw’ : 10 / 132�133]｡ 前者については,

アイニーの在任はファラジュ期に限られると見てよい

だろうが, ファラジュの在位年代からすると, この職

は上記のハーディム頭職解任から10年近くたった後で

の就任となるため, この２つの職の間の直接的な関係

は見いだせない｡ 後者は822年５月17日/1419年６月11

日に就任し, 晩年まで在任し続けたとある [Khit�at�: 4 /

346]｡

マフムーディーヤ学院については創設時のワクフ文

書は現存せず, 蔵書の奥付に付されたワクフ設定文が

いくつかの写本に見られるのみである7)｡ 一方のムア

イヤディーヤ学院はシャイフが設定したワクフ文書が

現存し, そこから役職の詳細情報が分かる8)｡ この学

院は学生数175名の大規模な教育施設であり, アイニー

の就いたハディース学教授の職は20名の学生を担当し,

月給の額では, スーフィー長老を兼ねていたハナフィー

派教授職に次ぐ150ニスフを受け取る高い地位であっ

た｡

これら２施設での役職は, アイニーの知的活動にも

大きな意味を持ったと考えられる｡ マフムーディーヤ

学院にしろムアイヤディーヤ学院にしろ, 当時のカイ

ロでは有数の蔵書施設であったからである｡ マクリー

ズィーは, マフムーディーヤ学院に関しては ｢ここに

は書庫 (�	�������kutub) があり, それに匹敵するも

のは今日エジプトにもシリアにも知られていない｣ と

述べており, またムアイヤディーヤ学院に関しては,

かつて城塞に収蔵されていた各種の書物が移管されて

いたとある9)｡ この時代, 蔵書機関としての役割を担っ

ていた学院の多くでは, 保証金などとの交換を条件に

本の貸し出しを認めていたが, これら２学院に関わる

ワクフ文書には, それぞれいかなる場合にも外部者へ

の貸し出しを認めないと規定されていた10)｡ いわばア

イニーは, 豊富なコレクションを持ちながらも排他的

な決まりを持つ２つの蔵書機関に, 内部者としてアク

セスできる特権的な資格を得ていたと言うことになろ

う｡

バドリーヤ学院の創建

また, アイニーは自らのラカブを冠したバドリーヤ

学院 (al-Madrasa al-Badriyya) を建造したことが知ら

れている11)｡ この学院の建造について, 奇妙にもアイ

ニー自らは自著中で何も書き残していないが, アイニー

の弟であるシハーブッディーン・アイニーによる写本

欄外書き込みによると, 814年９月１日/1411年12月16

日がその完成年月日であり, ナースィル・ファラジュ

期の末期にあたることが分かる12)｡ その後同学院には,
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�表１】ザーヒリーヤ学院の役職一覧

役職名 定員 月給
(dirham nuqra)

1 ハナフィー派長老 (教授) 1 500

2 ハナフィー派学生 40 20

3 シャーフィイー派長老 1 300

4 シャーフィイー派学生 20 20

5 マーリク派長老 1 300

6 マーリク派学生 20 20

7 ハンバル派長老 1 300

8 ハンバル派学生 20 20

9 ハディースの長老 1 150

10 ハディース学生 15 20

11 クルアーン読誦の長老 1 100

12 クルアーン読誦学生 10 20

13 スーフィー (寄宿生) 60 10

14 南側広間の礼拝のイマーム 1 ＋70

15 墓廟での礼拝のイマーム 1 ＋30

16 礼拝呼びかけ人 1 ＋15

17 スーフィーの世話人 1 ＋30

18 敷物の世話人 1 ＋10

19 クルアーン管理係 4 ＋10

20 出欠係 1 ＋15

21 長老たちの出欠係 1 ＋5

22 図書係 1 ＋15

23 掃除係 6 ＋15

24 水係 1 ＋15

25 用務員 2 ＋15

26 門番 1 ＋15

27 クルアーン読誦係 10 ＋5

28 預言者賛歌係 1 ＋10

29 医者 1 ＋15

30 眼科医 1 ＋15

31 調理人 1 ＋20

32 道具係 1 ＋10

33 管理人 1 ＋15

34 伝令 1 ＋15

※14～34は, スーフィーの中から選ばれる｡



ムアイヤド・シャイフによって ｢黄金のドーム (al-

qubba al-mudhahhaba)｣ が増築されたとの記述があり,

またシャイフが設定したワクフ文書には, 同学院に対

して年額2500ニスフの支援金が支払われるよう規定さ

れてもいる13)｡ この学院が建造後徐々に規模を拡大さ

せていった様がうかがえる14)｡

この学院での教育活動について, アイニーがどのよ

うな形で関わっていたのかを示す情報はきわめて少な

い｡ たとえば, アイニーによる自筆本のタイトル頁に

は ｢バドリーヤのワクフ (waqfiyya al-Badriyya)｣ と

の書き込みがなされており, アイニーの著書がこのマ

ドラサに常備されていたことがうかがえる15)｡ また,

アイニーの弟シハーブッディーンの自筆本に付された

ワクフ設定文には, それらの本を所定の時刻にバドリー

ヤ学院にて読誦するよう定めた文言が見られる16)｡ こ

のように, バドリーヤ学院では何らかの形の知的伝達

が恒常的に行われていたことは確かであり, アイニー

はその行為に携わることの見返りとして, 自らやスル

ターンが設定したワクフから収入を得ていたことがう

かがえるのである｡

３. 官職

カイロでの任官以前

政府による官職としてアイニーが初めて任命された

のは, 793�1391年, ダマスカスにおけるムフタスィブ

職であった [Badr / S : 197b�198a]｡ この官職は, 後述

するダマスカス総督 �������al-������	��
�の在任中に与

えられたものと見られ, さらにアイニーによる

�������の死亡録中には, 彼が生前, アイニーをダマス

カスの大カーディーとすることを計画していたとの記

述もある [Badr / S : 198b]｡ ムフタスィブ, 大カーディー

ともに, アイニーがのちにカイロで就任する官職であ

り, ダマスカス滞在中のアイニーの活動には彼のその

後の職業的キャリアを方向付ける要素がすでに含まれ

ていたと見ることができよう｡

ムフタスィブ

801/1399年のムフタスィブ職への任命が, アイニー

にとってカイロにおける最初の官職であった｡ ムフタ

スィブとは ｢市場監督官｣ とも訳され, 都市経済の監

督や風紀の維持を管轄する政府の役職の１つである｡

マムルーク朝におけるムフタスィブについては菊池忠

純の専論があり, マムルーク朝時代においてムフタスィ

ブに就任したすべての者の経歴の分析から, 同職の時

期ごとの傾向が詳しく考察されている｡ この研究に付

されたムフタスィブ就任者のリストによると, アイニー

は通算で８回ムフタスィブ職に就いたとされるが, ア

イニー自著中の記述からもそのことは裏付けられる｡

�表２】にアイニーのムフタスィブ職在任期間と, 自

著中の対応箇所を挙げる17)｡

これらのうち, １, ２, ３回目の在任はナースィル・

ファラジュ期に相当するが, それぞれ１ヶ月, ２日,

２ヶ月と期間が短い｡ 菊池によれば, この時期は特に

ムフタスィブ職を巡って賄賂が横行し, 頻繁にムフタ

スィブが交替させられた時期であったという18)｡ アイ

ニーが最初にムフタスィブに就いた際にも, ｢人々が

彼のために働きかけた (�
�
la-hu)｣ [Tibr : 3 / 142]

あるいは ｢(アミール) Jakamが彼のために働きかけ

た (�
�
Jakam la-hu)｣ [D�aw’ : 10 / 132] と伝える史料

がある｡ しかし, アイニー自著中では自らの就任の際

の ｢働きかけ｣ については触れておらず, 逆に自身が

罷免される際の記述では, ｢(アミール) Aytamish19) の

ダワーダールである Kuzulの仲介 (����
�
) によって

であり, [後任の] al-�����
���は就任に際し, 彼

(Kuzul) に賄賂 (rishwa) を払った｣ [‘Iqd / Ah : 19 /

30a], または ｢(アミール) �
������
の仲介による｣

[Badr / BN : 44b] 等と述べている点は興味深い｡ ここ

には, 実際はどうであれ, 働きかけや仲介によって官

職を得ることを良しとしない倫理観が垣間見える｡ い

ずれにせよ, ファラジュ治世の初期においては, 有力

アミールたちがムフタスィブ職の任免に大きな影響力

を持っており, アイニーもその渦中にいたことがうか

がえるのである｡
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�表２】ムフタスィブ職在任期間

就任日と解任日 (ヒジュラ暦/西暦) 自著中の記述

1
801年12月１日/1399年８月３日 ‘Iqd / Ah : 19 / 26a ; Badr / BN : 23b

802年１月１日/1399年９月２日 ‘Iqd / Ah : 19 / 30a ; Badr / BN

2
802年４月14日/1399年12月13日 ‘Iqd / Ah : 19 / 33a ; Badr / BN : 29a

802年４月16日/1399年12月15日 ‘Iqd / Ah : 19 / 34a ; Badr / BN : 30a

3
803年４月14日/1400年12月１日 ‘Iqd / Ah : 19 / 48b ; Badr / BN : 43b

803年６月７日/1401年１月22日 ‘Iqd / Ah : 19 / 49b ; Badr / BN : 44b

4
819年１月15日/1416年３月14日 ‘Iqd / Q : 1 / 255 ; Badr / BN : 116a

819年３月14日/1416年５月11日 ‘Iqd / Q : 1 / 257 ; Badr / BN : 116b

5
825年８月21日/1422年８月９日 ‘Iqd / Q : 2 / 184, 245 ; Badr / BN : 165b

829年２月15日/1425年12月26日※ ‘Iqd / Q : 2 / 294

6
833年４月４日/1429年12年30日 ‘Iqd / Q : 2 / 373, 399

835年７月１日/1432年３月３日 ‘Iqd / Q : 2 / 418

7
844年３月８日/1440年８月６日 ‘Iqd / Q : 2 / 559

845年３月３日/1441年７月21日 ‘Iqd / Q : 2 / 569, 570

8
846年10月27日/1443年２月27日 ‘Iqd / Q : 2 / 585

847年２月12日/1443年６月10日 ‘Iqd / Q : 2 / 591, 594

※菊池前掲論文 p. 164 には829年１月１日 (1425年11月12日) と
の日付がある｡



２回目の在任期間が２日間と非常に短いのは, アイ

ニー自身の言明によれば, 有力アミールの�������al-

��	�����
20) が, 政敵の Aytamish から没収した小麦を

不正に高値で売ろうしたことを, アイニーが潔しとせ

ずに辞任したためであった｡ そして, �������がその目

的にかなうために新たにムフタスィブに就任させたの

は, 歴史家のマクリーズィーであったとも述べている

[‘Iqd / Ah : 19 / 34a]｡ マクリーズィーは, アイニーのム

フタスィブ就任によって同職を罷免させられた人物で

あり, この時期の同職を巡る争いを契機にして両者の

確執が生まれたことについては, 多くの研究が指摘す

るとおりである21)｡

３回目のムフタスィブ職罷免のあと, しばらくはこ

の職に就かなかったアイニーだが, ムアイヤド・シャ

イフ治世の半ば頃に, スルターン直々に就任要請を受

ける｡ 当時のカイロは物価高の最中にあり, シャイフ

はムフタスィブだったアミール����を罷免し, 自らが

ムフタスィブ業務を行うという異常事態にあった22)｡

そこで, すでにムフタスィブ職就任経験のあるアイニー

に同職を委ねたという23)｡ しかし, こうして４回目の

ムフタスィブ職に就任したアイニーに対して, 後任と

なる Ibn �������が書記長 (������al-sirr) の Ibn al-

���
����24) に賄賂 (
����) で働きかけ, アイニーを罷免

させようと動き出した｡ そこでアイニーは自らムフタ

スィブ職を辞任し, それに代わって後述するアフバー

ス監督官に就任したため, 結果としてこの時のムフタ

スィブ職在任期間も２ヶ月間と非常に短期間に終わっ

た｡

また, 上のリストには現れないが, シャイフ期の

823/1420年には, アイニーにとってもう一度ムフタ

スィブ職に就くチャンスが訪れた｡ この時も, スルター

ンのシャイフが直々にアイニーをムフタスィブに就け

る旨を語ったと言うが, 書記長の Ibn al-���
����の働き

かけにより, 彼の推す��
����� b. al-�������が就任し

ている [‘Iqd / Q : 380�381 ; Badr / BN : 143b�144a]｡

５回目と６回目の就任はアシュラフ・バルスバー

イ al-Ashraf ��
�����期 (在位1422�1438) のものであ

り, それぞれ３年半と２年２ヶ月と, 在任期間も比較

的長期にわたる｡ また, 通常カイロと下エジプトを管

轄する ｢カイロのムフタスィブ｣ と, フスタートと上

エジプトを管轄する ｢フスタートのムフタスィブ｣ は

別々の人物が就任するものであったが, この時のアイ

ニーは ｢カイロ｣ と ｢フスタート｣ の双方を管轄する

ムフタスィブであり, 通常よりも幅広い権限を有して

いた25)｡ 特に５回目の在任時には, 828年12月/1425年

10月に民衆騒動が起こり, アイニーはムフタスィブと

して民衆からの激しい批判にさらされることとなった

が, これについては後述する｡

なお, アイニーが, ザーヒル・ジャクマク期 (al-

�����
Jaqmaq, 1438�53) にも２度ムフタスィブ職を任

されている点にも注目したい｡ どちらも短い在任期間

ではあるが, ｢カイロ｣ と ｢フスタート｣ の双方を管

轄していたと見られる｡ これらの任命の理由について

は不明だが, すでに80歳を越えていたアイニーが, ジャ

クマクとの間にも信頼関係を取り結ぶのに成功してい

たと見て良いだろう｡

アフバース監督

アフバース (������, 単数形はフブス h�ubs) とは,

アウカーフ (�	����, 単数形はワクフ waqf) と同義と

される, 寄進財産を意味する用語である｡ マムルーク

朝ではアフバース庁 (���	������������) とアウカーフ

庁 (���	���al-�	����) が存在し, それぞれがナーズィ

ル (������
) と呼ばれる監督官によって統率されてい

た｡ ｢フブス｣ と ｢ワクフ｣ の語の意味が共通するこ

とから, 従来の研究ではこれら２つの官庁, および監

督官職は, 同一のものととらえられることが多かった

が, 伊藤隆郎は両役職を兼任する者が史料上から確認

できないとの事実から, これらの両官庁は別個の異な

る官庁であることを指摘し, さらに法学書を用いて両

官庁の管轄の違いを明らかにした26)｡

伊藤の研究ではアフバース, アウカーフの監督官職

に就任した者のリストを掲載しており, アイニーがア

フバース監督職に２度就任していることが確認でき

る27)｡ アイニーの自著中からもそのことは裏付けられ,

その就任期間は【表３】のとおりである｡

最初にアイニーがアフバース監督官となったのは,

ナースィル・ファラジュ期においてであり, その在任

期間は半年ほどであった｡ この時の就任に至ったいき

さつや, 在任中の職務内容などは不明である｡ ２度目

の就任は, シャイフ期の819/1416年であり, ４度目

のムフタスィブ職からの辞任後, まもなくのことであっ

た｡ この時の就任は上述のとおり, スルターンのシャ

イフとの結びつきによるものが大きいと見られる｡ そ

の後, スルターンの代替わりによってもアイニーはこ
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�表３】アフバース監督官在任期間

就任日と解任日 (ヒジュラ暦/西暦) 自著中の記述

1
804年４月14日/1401年11月20日 Badr / BN : 55b

804年11月24日/1402年６月24日 Badr / BN : 56a-b

2
819年３月27日/1416年５月24日 Badr / BN : 116a-b, 134b, 155b, 161b

853/1449, 50年 (Tibr : 3 / 145 ; D�aw’ : 10 / 133)



の職に留まり続け, 最終的にこの職を罷免されたのは

任命から34年目, 853/1449, 50年のことである｡

ところで, バルスバーイ期の826年10月23日/1423

年９月23日には, 次のような記述がある｡

スルターンはこの著者を呼び, エジプトのアウカー

フ (������al-���	���) の監督職への就任を提案し

たが, 著者はそれを断った｡ [‘Iqd / Q : 2 / 95 ; Badr /

BN : 158b]

この時点ではアイニーは, アフバース監督官の地位

に就いているため, ここで述べられるのはアウカーフ

監督官就任への打診である｡ 上述のとおり, アフバー

ス庁とアウカーフ庁とが当時明確に区別されていたこ

とが, このような記述からも裏付けられる｡

大カーディー

マムルーク朝では, スンナ派の４法学派からそれぞ

れ１人ずつ大カーディー (���
�������
����) が任命され

る体制が確立した｡ エジプトにおける大カーディーは,

それぞれの法学派の司法組織における頂点であり, 広

くウラマーを代表する存在でもあった｡ アイニーは,

彼の属するハナフィー派のエジプト大カーディーとなっ

たが, その在任期間は【表４】のとおりである｡

彼の大カーディー就任は２回, いずれもバルスバー

イ期においてである｡ 後期マムルーク朝の大カーディー

就任者の経歴を分析した伊藤隆朗が指摘するとおり,

アイニーの同職就任にはバルスバーイとの個人的な結

びつきが大きな要因となっていることは明らかであろ

う28)｡ また, アイニーの１回目の罷免の際には, 当時

シャーフィイー派の大カーディーであった歴史家のイ

ブン・ハジャルも同日に解任されているが, それにつ

いてはアイニー自著中に以下のような記述がある｡

敵対者たち (al-��
���) のある者がアシュラフ王

(バルスバーイ) のもとで, この２人 (アイニー

とイブン・ハジャル) のカーディーは争いを続け

ており協力することがなく, 両者の間ではムスリ

ムたちの利益が失われると [言って] 働きかけた｡

彼らはこのような偽りごとしか, この著者を罷免

させる手段を見いださなかったのである｡ [‘Iqd /

Q : 2 / 372]

アイニーとイブン・ハジャルという２人の歴史家の

間の確執についてはよく知られているが29), ここでは

引用の冒頭にある ｢敵対者｣ について注目したい｡ こ

の ｢敵対者｣ とは, この時アイニーに代わって大カー

中町 信孝：バドルッディーン・アイニーの職業的キャリア 241

�表５】アイニーの就いた役職・官職年譜

スルターンと在位年 ワクフでの役職 ムフタスィブ アフバース監督 大カーディー

ザーヒル・バルクーク
(1382�1399)

ザーヒリーヤ学院
ハーディム頭

ナースィル・ファラジュ
(1399�1412)

マフムーディーヤ学院
法学教授

(バドリーヤ学院完成)
1411.12.16

ムアイヤド・シャイフ
(1412�1421)

ムアイヤディーヤ学院
ハディース学教授

ザーヒル・タタル
(1421)

アシュラフ・バルスバーイ
(1422�1438)

ザーヒル・ジャクマク
(1438�1453)

1386～1388

？

？

1419.6.11

1399.8.3～9.2
1399.12.13～12.15
1400.12.1～1401.1.22

1416.3.14
1416.5.11

1449, 50

1416.5.24

1401.11.20
1402.6.24

1422.8.9
1426.1.5

1429.12.20
1432.3.3

1426.3.6

1429.11.23

1432.2.28
1438.7.6

1440.8.6
1441.7.21
1443.2.27
1443.6.10

�表４】ハナフィー派大カーディー在任期間

就任日と解任日 (ヒジュラ暦/西暦) 自著中の記述

1
829年４月26, 27日/1426年３月６日 ‘Iqd / Q : 2 / 297, 309

833年２月26日/1429年11月23日 ‘Iqd / Q : 2 / 372

2
835年６月26日/1432年２月28日 ‘Iqd / Q : 2 / 418, 425, 479

842年１月14日/1438年７月６日 ‘Iqd / Q : 2 / 510



ディーの地位に就いた al-��������30) らのことであろう｡

al-��������はアイニーの２度の就任の際の前任者でも

あり, この２人はハナフィー派大カーディーの地位を

巡るライバル同士であったと言える｡ そのため両者の

間には確執が生じていたと考えられ, アイニー自著中

での al-��������への死亡録には, ｢彼はこの著者によっ

て２度 [大カーディー職を] 罷免させられ, 彼の心中

には彼自身を焼く炎が生じ, 様々な病によって衰弱し

て死に至った｣ [‘Iqd / Q : 2 / 423] と述べられている｡

以上に見た, アイニーの就任した役職・官職の在任

期間の一覧を【表５】に挙げた｡ この表から明らかな

ように, アイニーはファラジュ治世の初期にムフタスィ

ブ職とアフバース監督職を何度か勤めた後, 14年間に

わたっていかなる官職にも就いていない時期が存在す

る31)｡ この不遇の時期の後, シャイフ治世に再びムフ

タスィブ職に任じられて以降は, 晩年まで途切れるこ

となく官職に就いているのである｡

ここで, 冒頭に述べた３職の兼任について見てみよ

う｡ 彼が実際に３職を兼任していた時期を見るならば,

６期目のムフタスィブ職, ２期目のアフバース監督職,

２期目の大カーディー職が重なる, 835年６月26日/

1432年２月28日から835年７月１日/1432年３月３日

にかけてのわずか５日間に過ぎないことが分かる｡ さ

らに, ６期目ムフタスィブ職の罷免に関するアイニー

自身の記述をみると, ｢	��
����al-����Ibn Nas�r �

���に,

この著者に替わって (‘iwad�an ‘an musat�t�iri-hi) カイロ

のムフタスィブとして名誉の外衣が賜された｡ 彼 (著

者) が [大] カーディー職に異動した (�����
-hi) た

めである｣ [‘Iqd / Q : 2 / 418] とあり, 両職が兼任され

ていないように描かれているのである｡ ここから, ３

職兼任の事実はほとんど実態の伴わないものであった

ことが明らかとなる｡

４. 支配エリートとの関係

次に, アイニーが支配エリートとの間でどのような

つながりを持っていたのかを分析しよう｡

スルターンたちとの関係

まず注目すべきは, アイニーはその生涯において,

すくなくとも３人のスルターンのために伝記を執筆し

ているという点である｡ サハーウィーらが伝えるアイ

ニーの著作リスト中には, ムアイヤド・シャイフ, ザー

ヒル・タタル (al-������T�at�ar, 在位1421), アシュラ

フ・バルスバーイの３人それぞれについての伝記が挙

げられており, そのうちバルスバーイを除く２人の伝

記が現存している32)｡ これらの伝記は時の支配者に献

呈することを目的として執筆されたものであり, スル

ターンたちとアイニーとのパトロン＝クライアント関

係の存在を指摘することができる33)｡

これら３人以前にも, アイニーとスルターンとの関

係は記録されている｡ まずアイニーは795/1392�93年,

バルクークと面会したとの記述があるが, それは上に

見たダマスカスでの任官のあとの出来事だった

[Badr / S : 205a]｡ 続くファラジュの治世には, ムフタ

スィブに３回, アフバース監督に１回任命され, マフ

ムーディーヤ学院の教授職にも任命されているものの,

このようなアイニーの昇進は, ファラジュとの関係に

よると言うよりは, 後述する Jakamのようなアミー

ルとの関係によるところが大きい｡ むしろファラジュ

治世には, アイニーはしばらくの間官職から遠ざかっ

ていた時期が続いていることを指摘しておこう｡

その後アイニーが再び官職に就くのは, ムアイヤド・

シャイフの治世５年目にあたる819/1416年, アイニー

にとって４度目のムフタスィブ職任命以降であった｡

サハーウィーが ｢(アイニーは) 彼の治世の最初に試

練を受けたが (umtuh�ina), その後彼の親友 (��������)

にして側近 (��������) の１人となった｣ [D�aw’ : 10 /

132] と語るとおり, アイニーはこの時期, ムフタスィ

ブ職, アフバース監督職, ムアイヤディーヤ学院教授

職を歴任する｡ さらにアイニーは823年３月18日/1420

年４月１日から７月25日/８月４日にかけて, カラマ

ン侯国のコニア Qunyaへと遣わされているが, この

抜擢はアイニーの有するトルコ語能力やアナトリア地

方に関する地理的知識によるものであろう [‘Iqd / Q :

1 / 377 ; Badr / BN : 143b]｡ 上述した, シャイフがバド

リーヤ学院をワクフ対象として設定したことも, 両者

の良好な関係を物語っている34)｡ またシャイフに対し

てアイニーは, 上記とは別に韻文による伝記も著して

いることが伝えられるが, そのテクストは失われてい

る｡

次にアイニーと関係のあったスルターン, ザーヒル・

タタルの短い治世においては, アイニーにとって新し

い任命はなかった｡ しかし, アイニー自著中のタタル

の死亡記事には ｢トルコ語を重んじる思いの強さから,

彼は私に対し, アブー・ハニーファの法学に関するク

ドゥーリーの書 (�����al-��������) を, 少しも意味を

変えることなく, 構成も変えずに, トルコ語で書き直

すよう指示した｣ [Badr / BN : 152b] とある｡ このよ

うなタタルの指示がいつ下されたのかは不明であるが,

ここではアイニーのトルコ語能力が, スルターンとの
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個人的な結びつきに欠かせない要因となっている｡

さて, アイニーの生涯でもっとも影響力の大きかっ

たパトロンは, アシュラフ・バルスバーイであろう｡

彼の治世においてアイニーは, 一方でシャイフ期以来

のアフバース監督職に留任しながら, 他方でムフタスィ

ブ職と大カーディー職にとぎれることなく在任してい

た｡ また836年７月20日/1433年３月11日から837年１

月20日/1433年９月５日にかけてアイニーは, ハナフィー

派大カーディーとしての資格でバルスバーイのアーミ

ド ‘A
-

mid遠征に随行している35)｡ その他, アイニー自

著中には, 彼がバルスバーイの宮廷にしばしば参列し

ており, スルターンの御前で行われるハディースの朗

誦を聞いていたことなどが記されている [‘Iqd / Q : 2 /

236 ; Badr / BN : 164a ;]｡

このような両者の親密さは, 当時の歴史家たちの間

でも広く知られていた｡ 特に, アイニーがバルスバー

イの御前で歴史講話を行っていたことについては, 多

くの同時代史料において指摘されている｡ マクリーズィー

は, アイニーが第５回目のムフタスィブ在任時に起こっ

た食料騒動に際し, バルスバーイが慣例に反し, ムフ

タスィブを解任することなく武力で騒動を鎮圧した事

件をとらえて, ｢(バルスバーイはアイニーに) 目をか

けていた｡ というのも彼は夜ごとに彼のために, 諸王

の歴史を読みあげ, それをトルコ語に翻訳していたか

らである｡｣ [������: 4 / 698] と記している｡ イブン・

ハジャルもまた, ｢彼には大歴史書があり, アシュラ

フ王のもとで読誦 (��	
���) するため参上し, 恩恵を

こうむった｣ [Raf‘ : 432] と伝える｡ サハーウィーに

よるアイニーの伝記には, このように書かれている｡

アシュラフがスルターン位に就くと彼を友とし寵

愛し (s�ah�iba-hu wa-khas�s�a bi-hi), 自らのもとで

彼の地位を上げてやり, その間 [アイニーは] 彼

の夜とぎをする (��
���	) ようになり, アラビ

ア語で編纂した歴史書を彼のために読みあげ, そ

れから, ２言語で提供するために, 彼のためにト

ルコ語で解説し, 信仰の諸事を彼に教えるように

なった｡ ついにはアシュラフ王が ｢もし彼がなけ

れば我らのイスラームに何があったであろうか｣

と言うまでになったといわれた｡ [Tibr : 3 / 143 ;

D�aw’ : 10 / 132]｡

２言語による歴史解説についてはイブン・タグリー

ビルディーも伝えており, 彼はバルスバーイが ｢アイ

ンタービー (アイニー) なかりせば, 我らムスリムた

りえず｣ と言うのを自ら聞いたという [Manhal : 11 /

195]｡ ただし, イブン・タグリービルディーは, バ

ルスバーイが ｢王国の諸事に彼 (アイニー) を介入さ

せることは決してなかった｡ それどころか, 歴史や人々

の戦い, およびそれに類することの講話以外には, 彼

(アイニー) を会議の場に座らせることはなかった｣36)

と記し, バルスバーイ期にもアイニーが政治には不介

入であったことを強調する｡ いずれにせよ, アイニー

とバルスバーイとの親密な関係においては, 歴史書の

執筆と読誦という行為が重大な意味を持っていたこと

が指摘できるのである37)｡

ところで, バルクークの後にスルターン位に就いた

ザーヒル・ジャクマクについては, 先行研究でもアイ

ニーとの間の個人的関係はあまり注目されてこなかっ

た｡ たしかにジャクマク治世はアイニーにとっての晩

年に当たり, サハーウィーはこの時期のアイニーが自

宅での編纂・執筆活動に専念していたと伝えている

[D�aw’ : 10 / 133]｡ しかしその一方で, アフバース監督

職には留任し, ムフタスィブ職にも新たに２度任命さ

れており, アイニーがジャクマク治世においても一定

の地位を保ち得ていることは留意すべきであろう｡

これに加えてアイニーは, ジャクマクに対しても伝

記を執筆していたとも考えられる｡ アイニーによるジャ

クマク伝の存在は, サハーウィーによる著作リストに

は含まれていない｡ しかしフランス国立図書館所蔵の

Arabe 5818写本は, アイニーによる������al-Malik al-

��������������������Baybars 『ザーヒル王マフムード・

シャー・バイバルス伝』 であるとされているが38), テ

クスト内容を検討するとこの ｢ザーヒル王｣ とは, ト

ルコ人 (al-��	
��) のうちの12代目のスルターンで,

アシュラフという称号のスルターンに代わってヒジュ

ラ暦841年に実権を握ったことが書かれている39)｡ こ

のようなザーヒル王はジャクマクのことに他ならず,

私はこの書がアイニーによってジャクマクに捧げられ

た伝記であると推測するが, 詳細な検討については他

の機会に譲りたい｡

以上, 歴代のスルターンとの関係を見たが, これら

のスルターンはバルクークとファラジュの父子を除く

と, いずれもバルクークの子飼いマムルーク, ザーヒ

リーヤ軍団の出身者であることを確認しておく｡

アミールたちとの関係

サハーウィーによるアイニーの死亡記事中には, ４

名のアミールがアイニーと懇意であったとして記載さ

れているが [D�aw’ : 10 / 132], それ以外にも, アイニー

の自著の中で個人的な関係をうかがわせる記述のある

アミールもいる｡ それらをまとめたのが【表６】であ

る｡
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その中で, アイニーに対して何らかの利益をもたら

したとの記述のあるアミールは, １, ２, ３, ４であ

る｡

１の Jarkas al-���������は, スルターン・バルクーク

と同じく���	
��������軍団出身のアミールであり,

カイロ中心部に今日も残る大市場ハーン・ハリーリー

(�����al-���������) の建造者としても知られる｡ アイニー

がザーヒリーヤ学院での生活を送っていた頃, 同学院

の監督官の役にあった Jarkasは, 100人長アミールの

厩舎長官 (����������
�) としてバルクーク政権の中枢

の地位を占める高位のアミールであった｡ この当時の

アイニーと Jarkasとの関係を伝える逸話として, ア

イニーはこのような記述を残している｡

ある日, 私は彼 ( Jarkas) のもとで座してともに

語らっていたが, １人の���������の物乞いが現れ

たので, 彼はその者に50 (ディルハム) 銅を取ら

せた｡ それからそれに続いて１人の貧者が来て路

銀を求めたので, 彼はその者に300ディルハムを

取らせた｡ 私にも300ディルハムを取らせた｡ そ

れからまた別の物乞いがやって来たので, 彼はそ

れに驚き, 会計係に ｢今日はこれまでにいくらが

出て行ったか｣ と聞いた｡ 時は正午だった｡ する

と [会計係は] ｢900ディルハムです｣ と言った｡

彼は私に向き直り, こう言った｡ ｢見よ｡ 正午ま

でに私から900ディルハムが出て行った｡ 日没ま

でにはいくら出て行くことやら｡ おかげさまで毎

日がこのとおりだ｣ と｡ [Badr / S : 171b]40)

ここでアイニーは, Jarkasの物惜しみしない寛大さを

諧謔混じりに描いているが, 注目すべきはアイニーも

また物乞いたちとともに, Jarkasから金を恵んでもらっ

ている点であろう｡ Jarkasは, アイニーの師でありバ

ルクーク学院の長老であるサイラーミーの没後, アイ

ニーに対して ｢新しいシャイフが来れば, お前にはい

いことがある｣ と語りかけたとの逸話も伝えられるが,

その後アイニーを妬む者の讒言により, ｢私と彼の間

にあった友情の絆は断ち切られた｣ という｡ そして

790/1388年にアイニーは Jarkasによって, 学院から

追放されるのである41)｡

２の ��
��
�al-��
�
������は, アイニーのダマスカス

滞在時代の保護者であったと見られ, アイニーは,

794/1392年にダマスカスへ赴任する日に面会したと

いうエピソードを伝えている｡ さらに��
��
�は前述
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�表６】アイニーと関わりのあった支配エリート

人名 (没年) 出身軍団 位階・官職 アイニーとの関係 典拠 *1 *2

1

Jarkas al-���������

(d.1389)
���	
����

-wiyya

100人長
厩舎長官

スーフィー時代の庇
護者, のち抑圧者

Badr / S : 171b; ������:

3 / 685 ; ����� :

2 / 366�367 ; Manhal :

4 / 205�207

○

2
��
��
�al-��
�
������

(d. 1392)
!�������� 100人長

シリア総督
ダマスのムフタスィ
ブに任命

Badr / S : 198a-b ; ������:

3 / 776 ; Manhal :

6 / 110�111

○

3

Jakam min ‘Awd�
(d. 1406�07)

!�������� 100人長
大ダワーダール

ムフタスィブに斡旋 ‘Iqd / Q : 86b ; Badr / BN :

80b ; ������: 4 / 46 ;

Manhal : 4 / 313�324 ;

D�aw’ : 3 / 76

○ ○

4

"���������al-#$��������

(d. 1398)
!�������� 100人長

大ダワーダール
バルクークに紹介 ‘Iqd / Ah : 19 / 15a ;

Badr / BN : 10b ; ������:

3 / 912 ; Manhal :

9 / 98�100

○ ○

5
�������	����al-"
�����

(d. 1395�96)
!�������� 10人長 Manhal : 4 / 54 ; ������:

3 / 864
○

6
���
�	
����al-%�&����
	

(d. 1410)
!�������� 100人長 メッカ巡礼をともに

する
‘Iqd / Ah : 19 / 110b ;

������: 4 / 151 ; Manhal :

4 / 100 ; D�aw’ : 3 / 41

○ ○

7

Shaykh al-���'����

(d. 1398)
!�������� アミール・マジュ

リス
Tuhfat al-(�����の
注釈を献呈

‘Iqd / Ah : 19 / 28b-29a ;

Badr / BN : 25b ; ������:

3 / 975 ; Manhal :

6 / 312-314 ; D�aw’ : 3 / 308

○

8
)����
������al-

*�����
���(d. 1400)
!�������� 100人長, 同上 ハディースの講話 Badr / BN : 34b ; Manhal :

2 / 303-304 ; D�aw’ : 2 / 267
○

※１＝サハーウィーのアイニー死亡記事中に記述のある者｡
※２＝アイニーの年代記中に記載のある者｡



のとおり, アイニーをムフタスィブのみならず, ダマ

スカスの大カーディーにまで抜擢するつもりであった

[Badr / S : 198b]｡

３の Jakam min ‘Awd�は, 801/1399年にアイニーが

初めてムフタスィブ職に就く際に ｢働きかけた (�����)｣

人物である｡ バルクークの子飼いのザーヒリーヤ軍団

出身の Jakamは, ナースィル・ファラジュ治世初期

に急速に力を得たアミールの１人であったが, 804//

1401�02年にファラジュに反旗を翻して職を解かれ,

シリア地方に左遷される｡ その後809/1406年にはア

レッポでスルターン位を僭称するが, 同年に戦死し,

二度とアイニーとまみえることはなかったようである｡

アイニーは自著中の Jakamの死亡録において,

彼はダワーダール職にあってカイロにいた頃, 私

(アイニー) のことを生涯かけて離さないと誓っ

てくれたが, [実際には私を] つなぎ止めること

も, つなぎ止められることもなかった｡ 彼は正義

と公正を愛したが, その人生の最期において多く

の血を流してしまった｡ [‘Iqd / Q : 1 / 86b ; Badr /

BN : 80b]

と述べており, 両者の親密な関係がうかがえる42)｡

４の�����	���
について, アイニー自著中の彼の死

亡録には彼の美徳として, ｢諸国からたどり着いた異

邦人をもてなし, 貧者たちに施しをしていた｣ ことを

挙げているが, アイニー自身も彼にもてなされた異邦

人の１人であったことが示唆される｡ また, ｢彼こそ

が, 私のことをザーヒル王バルクークに知らせ, 私と

彼とを会わせてくれた人物であった｣ ともあり, アイ

ニーがこの�����	���
を通じてバルクークの知遇を持

ち得たことが知られる｡

また, 以上の例とは反対に, アイニーから利益を得

ていたアミールとしては, 法学書の献呈を受けた７,

ハディースの講釈を受けた８の例がある｡

以上, アイニーと交流があったアミールたちを見た

が, アイニーはアミールたちから金銭の ｢施し｣ や官

職への ｢働きかけ｣ を受ける一方で, イスラーム的知

識を提供するという, 互酬関係を築いていた｡ もちろ

ん, これらがアイニーと交流のあったアミールのすべ

てではなく, 特別にアイニーとの関わりが深かった,

あるいは高位に達したがゆえにアイニーが書きとめ,

同時代史料に書きとめられたにすぎないということも

十分考慮すべきである｡ しかしこれらの限定的な情報

からも, 以下のことは指摘することができよう｡

これらの者は, Jarkasを除けば, 全員がバルクーク

の子飼いマムルーク軍団ザーヒリーヤの出身であった｡

その点においては, 先に見たアイニーと関わりの深い

スルターンたちとも共通する特徴である｡ これらのう

ちの何名かは, アイニーがザーヒリーヤ学院にいた時

期に知り合ったと考えられ, アイニーにとって同学院

のスーフィーとしての勉学時代は, その後の政治的キャ

リアに有用な人的ネットワークを構築するための準備

期間でもあったことがうかがえる｡

では, バルクーク学院滞在時代のアイニーが, いか

にしてこれらのアミールたちの知遇を得たのであろう

か｡ とくに, 当時すでに高位のアミールであった

Jarkasと, 一介の学生に過ぎなかったアイニーとの間

に, どのようなきっかけがあり得たのであろうか｡ こ

こで, Jarkasの出自について記した史料をみるならば,

彼が ｢トリポリのトルクメン出身である｣ という点が

注目される｡ アイニー自身はトルクメンではなかった

だろうが, 彼の生まれ育ったアインターブでは, 日常

的に都市民とトルクメン遊牧民との接触があった｡ し

たがってアイニーと Jarkasとの間には, 言語的・地

縁的な近親性が存在していたと推測できるのである｡

５. おわりに

本稿で見たアイニーの役職・官職の経歴は, 以下の

ようにまとめられる｡ ワクフ施設での役職については

在任期間などがあいまいなケースもあるが, ３つの著

名な学院での在職が確認できた｡ 政府から与えられる

官職については, ファラジュ期の14年間の無官職時代

を挟みつつ, ３つの官職を歴任していた｡ 特にシャイ

フ期以降, バルスバーイ期を頂点として, 途切れるこ

となく官職に就いており, 晩年に当たるジャクマク期

でもムフタスィブとアフバース監督を兼任しているこ

とは注目に値する｡

支配エリートとの関係を見るならば, バルクークの

同僚アミールである Jarkas, およびバルクークの子飼

い集団であるザーヒリーヤ軍団の出身者との関わりが

深い｡ これらアミールたちの一部との交わりは, アイ

ニーが学生としてカイロに滞在していた時期に培われ

たと推測されるが, このことは, アイニーがウラマー

としての名声を確立する以前に支配エリートとのコネ

クションを形成していたことを意味する｡ 彼らとの間

でトルコ語を介したコミュニケーションが行われてい

たことは, 想像に難くない｡ その一方で, タタルらへ

の法学書の翻訳・献呈や, バルスバーイに対する歴史

講話のエピソードと考え合わせると, アイニーはアラ

ビア語によって習得したイスラーム的知識を, 支配エ
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リートのためにトルコ語でわかりやすく提供すること

によって, 自らの地位を高めていたと言える｡ いずれ

にせよ, アイニーのトルコ語運用能力が彼の職業的キャ

リアの形成に有利に働いていたことは明白である｡

とはいうものの, アイニーの出世・昇進の原因を,

彼のトルコ語運用能力のみに求めるのは正しくない｡

そもそもアイニーがハディースや歴史を中心としたイ

スラーム的学識を評価されてウラマー社会での名声を

高めていたのは, 前稿で見たとおりである｡ 歴代のス

ルターンたちの中には, アイニーの若年時代から面識

のあった者は確認できず, いずれもアイニーがすでに

名声を獲得した後に知り合い, 各官職に抜擢していた

ものと思われる｡ またアイニーが知識を伝記や年代記

として表現する際には, もっぱらアラビア語を用いて

執筆活動を行っていた点も見逃してはならない43)｡ ア

イニーの社会的成功は, 何よりもアラビア語によって

獲得した学識が基盤となっており, トルコ語はあくま

で副次的な要因であったと言えよう｡

前稿ではアイニーの学問的キャリアを, 本稿では職

業的キャリアを分析したが, ウラマーとしてのアイニー

がいかにして知識を獲得し, 行使していたのかをつぶ

さに見ることができた｡ アイニーのライフコースを,

他のウラマーと比較し検討することは今後の課題とし

て残されている44)｡ さらに, アイニーの没後にアフバー

ス監督職に就いた息子の ‘Abd al-������� b. ������	
al-

�����, その息子でマムルーク朝末期に財務官僚となっ

た Ah�mad b. ‘Abd al-��������Ibn al-�����の存在が示す

ように, アイニーが次世代に向けてアイニー一家の家

門形成を企てていたとの見方も可能であるが, これに

ついては稿を改めて論じたい45)｡

【付記】

本稿は, 科学研究費補助金・若手研究 (B) ｢中世後

期アラブ世界の書物・図書館・読書｣ (2012－2015年

度, 課題番号24720331) の成果の一部である｡
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